
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
女
性
へ
の
支
援
と
し
て
、
生
理
用
品
の

無
償
配
布
を
行
う
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
困
窮
状
態
に
あ
る
女
性
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
本
市
で
は
、
令
和
三
年

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長
／
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、

年
齢
や
性
別
等
に
関
係
な
く
、
対
等
な
条

件
で
競
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
時
間
や

場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
手
軽
さ
か
ら
、

若
者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
層
へ
の
広
が
り

が
期
待
で
き
る
た
め
、
集
客
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
着
目
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
に
取
り
組
む
事
例
が
見
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
先
進
都
市
で
の
取
組
や
有
用
性
な
ど
の

把
握
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
や
産
業
振

興
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
で
の
活
用
に
向
け
、

研
究
し
て
い
く
。

性
的
少
数
者
が
生
き
や
す
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
施
策
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

企
画
部
長
／
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
は
、
性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻

相
当
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
自
治
体
が
認

証
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
認
証
さ
れ
た
当

事
者
が
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

本
市
に
も
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し

て
い
る
が
、
多
文
化
共
生
社
会
に
対
す
る

国
連
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

向
け
た
本
市
の
取
組
は
。

市
長
／
第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
の
体
系
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を

関
連
づ
け
、
こ
の
目
標
達
成
を
意
識
し
て

取
り
組
む
ほ
か
、
各
種
個
別
計
画
に
お
い

て
も
、
関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
記

載
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
本
市

の
認
識
と
今
後
の
取
組
内
容
は
。

企
画
部
長
／
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
等
に

予
定
で
あ
る
。

担
い
手
不
足
の
課
題
を
抱
え
る
農
家

と
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
減
っ
た
障
害
者
就

労
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
対
す
る
認
識
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
障
害
者
施
設
が
農

家
等
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
施
設
外

就
労
と
し
て
農
作
業
を
行
う
こ
と
は
、
事

業
者
の
労
働
力
不
足
の
解
消
と
障
害
の
あ

る
人
の
就
労
支
援
の
両
面
で
有
効
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
限
ら
れ
た

職
員
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
は
、

随
行
す
る
支
援
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
関
係
機
関
や
団
体
と

協
議
・
調
整
を
行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
認
識
は
。

企
画
部
長
／
本
市
で
は
、
第
五
次
沼

津
市
総
合
計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
柱
の
一
つ
に
、
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
ま
ち
を
掲
げ
、
多

様
性
を
認
め
合
い
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
基
本

的
な
考
え
の
下
、
在
住
外
国
人
を
含
む
全

て
の
人
が
、
国
籍
や
文
化
の
違
い
な
ど
に

か
か
わ
ら
ず
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
安

心
し
て
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
文
化
共
生
や
国
際
交
流
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

よ
り
多
様
な
主
体
が
存
在
す
る
現
代
に
お

い
て
、
互
い
を
理
解
し
価
値
を
認
め
な
が

ら
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現
を
目
的
と
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

の
考
え
方
は
、
市
政
運
営
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
ほ
か
、
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、
男
女

の
人
権
や
多
様
な
性
の
在
り
方
の
尊
重
、

多
文
化
共
生
の
た
め
の
国
際
理
解
と
協
調
、

働
き
方
改
革
、
多
様
な
主
体
で
支
え
合
う

地
域
共
生
の
考
え
方
な
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
施
策
を
実
施

し
て
い
く
。

小
泉
　
宣
子

小
澤
　
　
隆

平
野
　
　
謙

渡
邉
　
博
夫

�

七
月
か
ら
市
役

所
や
市
立
小
中

高
等
学
校
の
保

健
室
な
ど
で
、

生
理
用
品
と
除

菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
無

償
で
配
布
す
る

個
人
情
報
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
ａ
ｙ
を
本
市
業

務
に
使
用
す
る
こ
と
へ
の
認
識
と
今
後
の

対
応
は
。

企
画
部
長
／
総
務
省
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
出
さ
れ
た
が
、
本
市
が
利
用
し
て

い
る
本
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
は
、
個
人
情
報
等
を
取

り
扱
っ
て
お
ら
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ

ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

��

市政に つ い て 問う ！ 一 般 質 問

本市の SD Gs の 推進に 向け た 取組は ｅ ス ポ ー ツ に 対する 本市の 認識は

答 問 答 問 答 問
※3

※2

※4

答 問

パー ト ナ ー シ ッ プ 制度を 生理の 貧困に 対する
導入する 考え は 本市の 取組は

問 答 問 答 問

▲窓口に あ る カ ー ド を 提示す る こ と で
声に 出さ なく て も 配布を 受け ら れる

答 答 問
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